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火力,原 子 力発電 用大型給水 ポ ンプ

工藤良一 郎*

1. ま え が き

火 力用 ・原子 力 用 を問 わず,給 水 ポ ンプ は発電 所

補 機 の 中で最 も大動 力で あ るため,高 性 能 で あ るこ

とは もち ろん急激 な大 容 量化 に ともな う苛 酷 な使 用

条件,ま た予 備機 容 量 の削減 な どか ら事 故 の無 い信

頼性 の 高 い もので あ る ことが特 に要 求 されて い る。

本稿 で は高揚程,多 段 ポ ンプの代表 例 と して ボイ

ラ お よび原子 炉給水 ポ ンプの最近 の傾 向 お よび特徴

な どにつ い て述べ て み たい。

2. 火 力 発 電 用 ボ イ ラ 給 水 ポ ン プ

戦 后飛 躍 的成長 を遂 げ た我 が 国の 火力 発電 プラ ン

トは昭和42年 超 臨 界圧 力発電 所 が 始 め て建 設 され て

よ り更 に大 容 量化 の一 途 をた どり,現 在100万KWプ

ラ ン トが既 に稼 動 されて い る。 第1表 は これ ら超臨

界圧 力 プ ラ ン トに使用 され てい るボ イラ給水 ポ ンプ

の要 目 を示 す。

2-1 国産最 大容 量 ボ イラ給水 ポ ン プ

100万 即 火 力プ ラ ン トと して先 ず東 京電 力鹿 島 発

電 所 第5号 お よび 第6号 ユ ニ ッ トが建 設 され たが,

これ らは輸 入 プ ラ ン トで あ り,給 水 ポンプ は米国 の

バ イ ロン ・ジャ ック ソン社 よ り納入 されて い る。

東 京電 力袖 ヶ浦 発電 所 第2号 ユ ニ ッ トは これ と全

く同出 力の もの を国産 機 で まか な うこ とにな った も

の で,そ の ボ イラ給 水 ポ ンプ は荏 原製作 所 が製作 し

納 入 して い る。 ポ ンプ は50%容 量 ター ビ ン駆動 主給

水 ポ ンプ2台 と25%容 量電動 機駆 動予 備給 水 ポンプ

1台 とか ら構 成 ざれ てお り,各 々ブス ター ポ ンプが

設 け られ て い る。

主 給水 ポ ンプ の主要 々 目は下 記 の通 りで あ る。

ポ ンプ型式: エバ ラ ・バ イ ロ ン式二重 胴形

機 名: 16×16×18-5stg. HDB

吸込 口径: 381mm

吐 出 口径: 298.5mm

段数: 5段

吐 出量: 1740t/h

吐 出圧 力: 310kg/cm2g

給水 温度: 155.1℃

回転 速度: 5250rpm

駆動 機 出力: 20,000KW

ポ ンプ効 率: 86%

本 体重 量: 19,000kg

図1は 本 ポ ンプ の断面 図 で あ り,ま た図2は 工場

組 立時 に おけ る ポ ンプ の外観 を示 す 。

2-2 ポ ン プの構 造 と特徴

ボイ ラ給 水 ポ ンプの 吐 出圧 力 はプ ラ ン ト系 統 の中

で最 も高 く,特 に超臨 界圧 力 プ ラ ン トに おい ては

300kg/cm2を 越 え てい る。 この よ うに圧 力 が きわめ

て高 い に もかか わ らず大容 量 と もな る とポ ンプの水

量 もか な り多 く,ま た 回転 速度 も高 く選 定 で きるの

で比 速度 の 関係 に よ りポ ンプ段 数 はそれ ほ ど多 くな

らず5～6段 程 度 でお さ まって い る。 しか し主 給水

ポ ンプの駆動 機 が復 水式 ター ビ ンで,そ の ため回転

速 度 を あ ま り高 くとれ な い場 合 に は ポ ンプ段数 は比

較 的 多 くな る。50Hz地 区60万 即 用給 水 ポ ンプの 中 に

は 回転 数 が4500r.p.mで8段 の もの が 多い。

ケー シン グ構 造 は例 外 を除 い て全 て二重 胴体 形 で

あ り,内 部 ケー シン グは輪 切 り形 お よび水平 上 下割

り形 いず れの型 式 も採用 されて い る。

超臨 界圧 力 プ ラ ン トで は蒸 気密 度 が大 き く,ま た

ボ イラ は 自由表 面 を持 た ない モ ノチ ューブ式 で あ る

ため,ダ ンプテ ス ト時 な どにか な りの衝 撃 が ポ ンプ

にかか って来 る。 また吐 出配管 も肉厚 で あ るため ポ

ンプ ノズル で許容 し得 る配 管荷 重 もか な り大 きい値

が要 求 され るの で,ポ ンプ ケー シング は特 に高 い剛

性 を持 つ ように考慮 され なけれ ば な らない。

吐 出 カバー を締 めつ けて い るボル トの サ イ ズ もき

わめ て大 き くな り,ボ ル トヒー タ を使 用 して熱締 め

を行 った り,あ る いはテ ンシ ョナ ー を使 用 しボル ト

を充 分 に引 き伸 ば した状態 で ナ ッ トを締 め つ け るよ

うな方 式が と られ てい る。

ポ ンプの 締め切 り圧 力 は400kg/cm2位 に まで上 る

ので 外部 ケー シン グの耐 圧 テ ス トは600kg/cm2近 い
* (株)荏原製作所
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高 い圧 力 で行 なわ れ る。

最 も主要 な部 品 で あ る羽 根車 はその 外周速 度 が高

速 大容 量 の もの で120～130m/sec位 に達 す るため,

性能 上 の配 慮 と相 い ま って強度 的 に特 に慎重 な設計

が必要 とされ る。羽 根車 材 質 は13%ク ロム鋼 が普 通

で ある ため高速 流 に対 す る耐 食性 は充分 であ る。

次 に軸受 の 問題 で あ るが,給 水 ポ ンプ での オ イル

ホ イ ップ は従 来 ほ とん ど無 か っ たけれ ど も最 近 の よ

うに主 軸 ジャーナ ルの径 が大 き くな って来 る と何 ら

かの予 防対 策 をこ う じて お くべ きで あ り,圧 力 ダ ム

方 式,テ ィル テ ィン グパ ッ ト方 式 な どが採 用 され て

い る 。

2-3 ス タ フ ィ ン グ ボ ッ ク ス 型 式

ス タ フ ィ ン グ ボ ッ ク ス の 型 式 は ポ ン プ保 守 の 面 で

最 も注 目 さ れ る と こ ろ で あ る。 比 較 的 小 容 量 の ポ ン

プ で は グ ラ ン ドパ ッ キ ン グ ま た は メ カ ニ カ ル シ ー ル

が 採 用 さ れ,構 造 ・摺 動 部 材 質 の 組 み 合 わ せ な ど に

よ り出 来 る だ け寿 命 を長 くす る よ う に考 慮 され て い

る が,メ ン テ ナ ン ス ・フ リー を期 待 す る こ と は難 し

い。 最 近 の 大 型 ポ ン プ に対 して は も っ ぱ ら フ ロ ー テ

ィ ン グ リ ン グ形 ま た は ス ロ ッ トル ブ ッ シ ュ形 が 採 用

さ れ て い る が,こ れ らの 型 式 は 恒 久 的 な 寿 命 と保 守

第1表 我 が国にお ける超 臨界圧 プ ラン ト用 ボイラ給水 ポンプの代表例

(注) W. O. : ウ ォシ ン トン社(米),B. J. : バ イ ロ ン ・ジャ ッ クソ ン社 (米), I. R. : イ ンガ ソ ル ・ラ ン ド社 (米)
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不 要 を 目標 と し て 開 発 さ れ た もの で あ る。 外 部 よ り

シ ー リ ン グ水 の 注 入 お よ び 漏 洩 水 の 回 収 な ど を 必 要

と し,こ れ らの 系 統 を含 め て考 え る と多 少 複 雑 な も

の と な るが,圧 力 ・温 度 お よ び 回 転 速 度 に ほ とん ど

制 限 な く使 用 で き,数 多 くの す ぐれ た 実 績 を有 して

い る。

2-3-1 フ ロ ー テ ィ ン グ リ ン グ 式 シー ル

フ ロ ー テ ィ ン グ リ ン グ方 式 は 第3図 に示 さ れ る よ

う に シー ル リ ン グ と リテ ー ナ とバ ネ と よ り成 る エ レ

メ ン トを,圧 力 差 に 応 じ て数 段 重 ね た もの で あ る 。

シ ー ル リ ン グ は リ テ ー ナ に ピ ン で 回 り止 め さ れ て

お り,軸 ス リー ブ との 間 隙 を微 少 に保 ち な が ら軸 直

角 方 向 に遊 動 す る の で 自動 調 心 作 用 が あ る。 ポ ンプ

内 部 の 高 温 水 を直 接 外 部 へ 漏 ら す とフ ラ ッ シ ン グす

る た め,運 転 中 ・停 止 中 に か か わ らず シ ー リ ン グ水

と して 復 水 を 注 入 す る必 要 が あ る。 この 復 水 の 一 部

は ポ ンプ 内部へ 漏 れ込 み,大 部 分 は ポ ンプ外部 へ漏

洩 す る。 内部漏 れ込 み 量や 外部 漏 洩量 が 多 くな る と,

図1 100万KW用 ボイ ラ給水 ポンプ断面図

図2 100万KW用 給水 ポ ンプ写真

図3 フ ロ ー テ ィ ン グ リン グ 式 シー ル
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ポンプ の ウ ォー ミング効 果 に影 響 を与 えた り復 水 ポ

ンプ容 量の上 昇 を伴 うので注 入水 量 は で きるだ け少

い方 が 好 ま しい。

フ ロー テ ィ ング リング シール は間 隙 を微 少 に して

漏 れ を少 な くして い るに もかか わ らず,軸 の たわみ

や ケー シン グの 熱変 形 に 自由 に追 随 す るの で,か じ

り付 きの危 険性 が少 な く,積 局的 に摺 動 回転 す る部

分 が ないの で,寿 命 が長 く保 守 が容 易 であ り高度 の

信頼 性 を発揮 す る。

2-3-2 ス ロ ッ トル ブ ッ シュ式 シー ル

ス ロ ッ トル ブ ッ シュ方 式 は第4図 に示 され る よう

に一 個 の長 い ブ ッ シュで軸 ス リーブ との 間 に適度 な

間隙 を保 って 固定 され て い るもの であ り,ブ ッ シュ

の 中間 に シー リン グ水 を注 入 して高 温水 の噴 出 を防

止 してい る。 フ ローテ ィン グ リングの よ うに ラ ジア

ル方 向 に遊動 す る こ とは で きないの で,ブ ッシュ と

ス リー ブ との間 隙 は比較 的大 き く設 計 しなけれ ば な

らず,し たが って シー リン グ水 の量 は フ ロー テ ィン

グ リング方 式 に比 べ て若 干 多 くな る。 しか し長期 間

の運 転 経験 に基 づ い て下 記 の よ うな改良 を加 え られ

た スロ ッ トル ブ ッ シュ方式 は,他 の シール方 式 と異

な って 摺動 す る面 が全 くな い とい うこ とで寿 命 が長

く,取 り扱 い も簡単 で非常 に高 い信 頼性 を もった型

式 で あ る と考 えられ る。

(a) ブ ッシ ュの内面 と軸 ス リー ブの外 周 に スク リュ

ー形 の 溝 を設 け,ス ク リュー ポ ンプ作 用 に よ り漏洩

を少 くす る と同時 に,ブ ッ シュ とス リー ブが接 触 し

て摩 粍 した り異物 に対 して か じ り付 きを生 じな い よ

うに考慮 され てい る。

(b) 最近 の大 型 ポ ンプ にお いて は,軸 ス リー ブ を取

り去 り主 軸 とブ ッ シュが直接摺 動 す る よ うに して い

る。 これ は シー リ ング水 注入 系統 の不 慮 の トラブ ル

によ り注 水 が停止 した とき,高 温水 が ポ ンプ内部 よ

り噴出 して来 るの で,軸 ス リー ブが あ る と先 ずス リ

ー ブが 急速 に膨 張 して間 隙 が狭 くな り,ブ ッ シュ と

焼 け付 きを起 こす こ とを防止 す るため の手段 であ る。

(c) スロ ッ トル ブ ッ シュに対 す る シー リ ング水 の注

入系 統 で あ るが,ポ ンプ内圧 よ り若 干 高 い圧 力 で注

入 す る圧 力制 御方 式 と,ス タフ ィングボ ッ クス出 口

にお ける漏 洩水 の温度 が一 定 とな るよ うに調 整 す る

温度 制御 方式 とが あ る。圧 力制 御 の ときは ポンプ停

止 中冷水 が ポ ンプ内部 に入 り,ケ ー シ ングの ウ ォー

ミングの均一 化 を妨 害 し,ま た脱気 器 を通 らない水

が ポ ンプ内部 に入 るの で好 ま しい こ とで はな い。 こ

れ に反 し温度 制御 は,ブ ッシ ュの 中間 に注 入 され た

シー リング水 とポ ンプ 内部 の 高温水 とを混合 させ て,

スタ フ ィン グボ ックス出 口の 温度 が一定(50。 ～60

℃)と な る ように制御 す るの で,冷 水 が ポ ンプ内部

に入 り込 む こ とは ない。

2-4 主 要部 の材 質

二 重 胴形 の外部 ケー シ ングは一般 に炭 素鋼 の鍛 造

で製作 され,イ ンロー部 や ガス ケ ッ トの 当 り面 の み

を18:8ス テ ンレス鋼 の 盛金 に よ って保 護 してい る

の が普通 であ るが,高 速 回転 に な る と外部 ケー シ ン

グ と内部 ケー シ ングの隙 間 を通 る給 水 の流 速 が限度

以上 に大 き くな るの で,通 水部 全 面 に亘 って18:8

ステ ンレス鋼 を肉盛 り し浸 食 を防 止 した もの が多 い。

羽根車,デ ィフ ユーザ お よび うず巻室 な どは従来

よ り5%ク ロム または13%ク ロムな どの合 金鋼 が使

用 されて い るが,大 容 量 とな ります ます高 流速 に な

るにつ れ て13%ク ロム鋼 に統一 され て きてい る よ う

であ る。

各段 間の 回転部 と静 止 リングの摺 動部 お よび推 力

つ り合 い装 置 の摺 動 面 な どは,高 い圧 力差 によ る摩

粍 を極 力少 な くす るため 耐 食性 な らびに耐摩 粍性 の

優 れ た材 質 が要求 され る。過 去 にお いて は13%ク ロ

ム鋼 にス テラ イ ト盛 り金 を した ものや 窒化処 理 をほ

ど こ した もの な どの 組 み合 わせ が多 く使 用 されて い

たが,最 近 で は特 殊 クロム鋼 を熱処 理 して硬 度 を上

げ,ま た硬度 差 をつ け た ものの組 み合 わせ の方 が摺

図4 ス ロ ッ トル ・ブ ッ シ ュ式 シー ル
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24 火力,原 子 力発電 用大型給水 ポンプ…(5)

動 と高速 流 に よる摩粍 に対 して良好 な結 果 を得 て い

るよ うで ある。

主 軸 は一般 的 に13%ク ロム鋼 の鍛 造 で製作 され適

当 な抗張 力 ・硬度 を保 つ よ うに 焼入れ焼 戻 しされ る。

熱 処理,荒 引 き加工 な どに よる歪 を取 るため 焼 鈍

を行 うのが普 通 で あ るが,こ の際 曲 りを防 止す るた

め 立型炉 にて行 うこ とが望 ま しい。

次 に軸 受 ジャー ナル部 につ いての問 題 であ るが,

犬容 量機 となる と軸受 の面圧 が高 くな り,ま た周速

もか な り早 くな るの で,タ ー ビ ン軸受 な どで も最 近

問 題 となって い るク ロム合金 鋼 に特有 なワ イヤー ウ

ー ル状 の損 傷 を生 じる恐 れ が ポ ンプに おいて も同様

に起 って来 て い る。 これ は潤 滑 油 中の異物 が軸 受 内

部 に浸 入 して局 部 的 に損傷 した とき,ジ ャー ナル と

凝 着摩 擦 に よ って ジャーナ ルが む しり取 られ,そ の

結 果生 じる生成 物 と軸受 が 同 じ現 象 を繰 り返 す こ と

に よっ て ジャーナ ル全 面 が刃物 で切 削 され た よ うな

状 態 に損 傷 を生 ず る現 象 であ る。従 って大 型 ・高速

となって軸受 の周速 が あ る限度 を越 す と,こ の よ う

な事故 を防 ぐため軸 受 ジャーナ ル部 に特 殊表面 処理

をほ どこす こ とが 品質 向上 の点 よ り重 要 で ある。硬

質 クロム メ ッキ また は炭素 鋼 の盛 り金 な どが その特

殊 な方 法 と して採用 されて い る。

2-5 ポ ンプの低 速 ター ニ ング

給水 ポ ンプ駆動 用 の蒸 気 ター ビンは起動 に先 立 っ

て,ま た停 止后 に ター ニ ングギ ャー に よる低 速 回転

での ターニ ング を行 うこ とが 必要 で あ る。過 去 に お

いて は この ター ニ ン グは ポ ンプ に と って好 ま し くな

いの で,な るべ く避 け る こ とを提 唱す るポ ンプメー

カーが 多か っ た。 その理 由 は規 定 の回転 数 で は摺 動

部 の差 圧 が大 きいの で異物 が混 入 して も押 し出 され

るが,回 転 数 が低 下 して圧 力 炉下 って来 る と段 間 の

圧 力差 も小 さ くな り異 物 を流 出 させ る ことが出来 な

くな ってか じり付 き を生 じる例 が 多か っ たか らで あ

る。 そ の ため例 えば ター ニ ン グを行 わ ず急速 に回転

数 を2000rpm程 度 まで上 昇 させ ター ビ ンの振動 その

他 に異常 の無 い こと を確 認 の上 除 々 に規 定 回転数 ま

で上 昇 させ る方式 を取 る とか,あ るいは ポ ンプ とタ

ー ビン との 間 に分 離 ク ラ ッチ を設 け てター ビンのみ

の ター ニ ン グを行 う ように した装 置 もあ る。 しか し

この よ うな運 転方 式 は実状 にそ ぐわ ない こ とであ り,

や は り自由 に ターニ ングす る こ との 出来 る ポンプ で

あ るこ とが 必須 の条件 であ る。摺動 面 に溝 を加工 す

る方法 な どは異物 に よるか じ り付 きに対 して有効 な

処 置 であ るが,い ず れの メー カの ポ ンプ にお いて も

何 らかの改 良 を加 え るこ とに よって現 在 で は一般 に

ター ニ ング は自由 に行 なわ れて お り,そ の ため に事

故 を生 じる こ とは殆 ん どない よ うで あ る。

2-6 NPSHと 低 負 荷運転

ポ ンプ を規定容 量近 辺 で連 続運 転 して い る場 合 は

あ ま り問題 は起 らない が,低 負荷 で運転 す る頻 度の

多 いプ ラ ン トでは ポ ンプ1段 目羽 根車 にキ ャ ビテ ー

シ ョンを発 生 し,な し地状 の 浸食 を生 ず る例 が多 い。

建 設 当初 の よ うに ポ ンプ を ミニマ ム ・フロー で長 時

間運 転 す る とか夜間 に負荷 が低 下 す る こ とが屡 々起

る時 に この ような現象 を生 じるこ とが あ る。 一般 に

ポ ンプの必要NPSHは 少水 量 にな るほ ど小 さ くな る

と考 え られ て い るが,こ れ は揚程 曲線 が低 下 しな い

限 界 とい う意味 のNPSHで あ り羽 根車 入 口部 に生 ず

る初 期 の キ ャ ビテー シ ョン発生 に関 して は別 に考 え

なけれ ば な らない。 キ ャ ビを発生 した場 合 の現 象 は

その発生段 階 に応 じて第5図 に示 す よ うな様 相 を呈

す るもので あ る ことは周知 の事 実 で あ り,図 の(1)(2)

(3)の範 囲 はポ ンプの性 能 に は影 響 を及 さないが羽 根

人 口部 に初 期 の キ ャ ビテー シ ョン を発生 す る範 囲,

また(4)は性 能 の低 下 す る範 囲 で あ る。

ポ ンプ計画上(1)(2)(3)のキ ャ ビを完 全 に防 ぐため に

は非常 に大 きな有効NPSHを つ け な けれ ばな らな い。

しか しこれ は実 際的 で は な く,か つ これ らの キ ャ

ビは一 般 に微細 であ り性 能上 の悪 影響 はな いの で,

NPSHは 普 通(4)の範 囲 を防 止す る とい う条件 で きめ

られ る こ とが通例 で あ った。 しか し大 容 量の ポンプ

に対 して は運転 条件 とも考 え合 わせ て有効NPSHに

相 当の 余裕 を見 て初 期 キ ャ ビテー シ ョンの影響 も出

来 るだけ軽 減 す る ように考慮 されて い る。

2-7 ポ ンプの騒 音

ポンプの 出 口圧 力は羽 根車 翼数 と回転数 との積 に

担 当す る振動 数 で脈動 して お り,こ の脈動 は部 分 負

荷 に な る程 激 しい。 ポ ンプ を含め た送 水系 はポ ンプ

回転 数 の周波 数 の他 に,こ の脈 動 に よ る周 波数 で振

図5 キャ ビテー シ ョン発生 図

1976年 1月 24



火 力,原 子力発電用大型給 水ポ ンプ…(6) 25

動 し,ま た この振 動 が音 響 とな って現 れ る。羽根 車

の翼 枚数 が 多 いほ どこの圧 力脈 動 が小 さ く安 定 して

いるが,そ の他 に羽 根 車外 周 とデ ィフ ユー ザ 内周 と

の 間隙 を出来 るだ け大 き くす る,ま た各段 の羽 根 車

出 口翼の位 置 を少 しつ つ ず らしてデ ィフユー ザ との

関 係位 置 を調 整 す る こ と等 が有効 な手段 で あ る。 更

に最近 の 大型 ポ ンプの 中 には,最 終段 の羽 根 車 を出

た給 水 が屈折 させ て作 られ た通路 を通 り抜 け るこ と

に よ って圧 力脈動 が減 少 して吐 出 ノ ズル に導 か れ る

よ うな方 式 を採 用 してい る もの が あ る。

給 水 ポ ンプ の騒 音 レベ ル はこの ような処 置 を施 し

た もの で も95ホ ン位 で あ るが,増 速機 な どが付 属 す

る と更 に高 くな る。最 近 は特 に騒 音 を出来 るだけ下

げ るこ と を要求 され るの で,ポ ンプ お よび その付属

機 器 すべ て を覆 うよ うな防音 カバ ー を設 け る場 合 が

多 い。

3. 原 子 力 発 電 用 リア ク タ ー 給 水 ポ ン プ

原 子 力発電 プラ ン トも急 激 に大 容 量化 し既 にBWR

で110万KW,PWRで117.5万KWが 建 設 中で あ る。 火

力 と比 べ て蒸気 圧 力が低 いの で,給 水 ポ ンプの吐 出

圧 力 は比 較 的低 く80kg/cm2程 度 で あ るが,そ れ に代

って流 量 がか な り多 いの が特 徴 で あ る。 従 って ポ ン

プ段 数 は一般 に少 な く50万KWま で は2極 電動 機 直結

で段 数 は3段 ぐらい であ るが,75万KW以 上 で は主給

水 ポ ンプ は ター ビン駆動 とな り回転速 度 も高 く選 定

され るの で ポ ンプ段 数 は単段 でお さ まって しま う。

圧 力が低 いの でケー シ ングは普 通 一重 で あ り,第

6図 に示 され るよ うに立割 り単段 両 吸込 型 の ものが

多 い。 しか し最 近 で は品質 保証 の点 で信 頼性 を高 め

るため鍛 造 品のバ ー レル を有 す る二 重胴 形 が採用 さ

れ てい る例 もある。

単段 の 場合 は一 枚 の羽根 車 に大動 力 が全 て かか る

の で強度 的 に特 に慎重 な設計 が必要 とされ る。 しか

し軸受 スパ ンが短 いの で軸 の撓 み が小 さ く剛性軸 の

設計 とな って お り,負 荷 変動 の激 しい苛酷 な使 用条

件 に対 して高 い信 頓性 を有す る。

軸 封機 構 や軸受 構 造 な どは火 力の給 水 ポ ンプ と同

様 な方 式が採 用 されて お り,特 に変 った ものは 使 わ

れ て いな い。

一 般 に原子 力 プ ラ ン トで は給水 ポ ンプ吸 込側 に は

脱 気器 が無 い場 合 が 多 く,復 水 ポ ンプ出 口か ら加 熱

器 を通 して直接連 結 されて い る。 従 って給 水温 度 が

高 くまた負 荷 に応 じて加 熱器 の抵抗 に よる圧 力損失

が変 るの で給 水 ポ ンプの 吸込圧 力 は大 巾 に変動 す る。

例 えば給水 温度195℃ の吸込 系統 で,常 用吸込 圧

力 が30kg/cm2と す る と,ミ ニマ ムフ ロー の近 くで は

吸込 圧 力 は60kg/cm2ぐ らい に上 昇 す る。

第2表 は我 が国 にお け る代表 的 リア クター給 水 ポ

ンプの要 目 を示 してい る。

図6 リア クター給水 ポ ンプ断面図
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4. あ とが き

発電 設備 にお け る給 水 ポ ンプの役 割 りはプ ラ ン ト

が大容 量化 す るにつ れて ます ます その重 要性 を増 し,

今 や 発電 プ ラ ン トにおけ る主機 の一 つ と して考 え ら

れ る までに な って来 て いる。原 子 力関係 機器 の製 造

に ともな って給水 ポ ンプ全 般 の品質 管理 技術 も格段

に向上 した。従 来 の経験 を生 か した慎 重 な設計 技術

と相 い まって今 后 よ り一 層 の高性 能 な らびに高 い信

頼性 の要 求 に対 して充分 こた えて行 ける もの と信 じ

てい る。

最 近 の大 容量 給水 ポ ンプの要 点 につ い て略述 した。

何 らかの参 考 と して いた だけ れば幸 甚 で あ る。

第2表 我 が国におけ る原子 力発電 用 リア クター給水 ポ ンプの代表例
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